
 

 

 

 

福島第一原子力発電所における多核種除去設備等処理水(ALPS処理水)の海洋放出に係る 

放射線影響評価(設計段階)について 

 

2021 年 11 月 17 日 

 東京電力ホールディングス株式会社 

 

当社は、福島第一原子力発電所の多核種除去設備等処理水(ALPS 処理水)の取扱いにつきま

して、政府の「福島第一原子力発電所における多核種除去設備等処理水の処分に関する基本方

針」決定（2021 年４月）以降、風評影響を最大限抑制するための対応を徹底するべく、安全

確保のための設備の設計や運用等について検討の具体化を進め、本年８月に設備の具体的な設

計及び運用等の検討状況等について、お示ししました。 

 

このたび、国際的に認知された手法に従って定めた評価手法を用いて、ALPS 処理水の海洋

放出に係る人および環境への放射線の影響評価（設計段階）を実施し、別紙のとおりとりまと

めましたので、お知らせいたします。 

評価結果は、線量限度や線量目標値、また国際機関が提唱する生物種ごとに定められた値を

大幅に下回る結果となり、人および環境への影響は極めて軽微であることを確認しました。 

 

今回とりまとめた報告書について、更なる充実のため、幅広くみなさまからのご意見を募集

いたします。今後、原子力規制委員会による実施計画の認可取得に向けて必要な手続きを行う

とともに、IAEA の専門家等のレビュー、各方面からのご意見やレビュー等を通じて、評価を

見直してまいります。 

 

当社は、国内外の方々の懸念払拭ならびに理解醸成に向けて、人および環境への放射線の影

響に関する科学的情報を、透明性高く継続的に発信してまいります。 

 

＜別紙＞ 

別紙 1：多核種除去設備等処理水(ALPS処理水)の海洋放出に係る放射線影響評価結果（設計段階） 

別紙 2：多核種除去設備等処理水(ALPS処理水)の海洋放出に係る放射線影響評価報告書（設計段階） 

別紙 3：「ALPS処理水の海洋放出に係る放射線影響評価報告書（設計段階）」に対する意見募集要領 

 

以 上 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 福島第一廃炉推進カンパニー 
廃炉コミュニケーションセンター報道第二グループ 03-6373-1111（代表） 



福島第⼀原⼦⼒発電所
サンプルタンク（Ｋ４タンク群）攪拌実証試験について

2021年11⽉25⽇
東京電⼒ホールディングス株式会社
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 多核種除去設備等処理⽔（以下、ALPS処理⽔）の取扱いについて、当社は、政府
の基本⽅針を踏まえ、安全性の確保を⼤前提に、⾵評影響を最⼤限抑制するため
の対応を徹底するべく、設備の設計や運⽤等の検討の具体化を進めており、本年
8⽉25⽇、これらの検討状況について公表しました。

 そのうち測定・確認⽤設備（K4タンク群）においては、ALPS処理⽔に含まれる
トリチウム、62核種、炭素14を測定し、62核種及び炭素14が、希釈放出前の
段階で環境への放出に関する規制基準値を確実に下回るまで浄化されていること
を確認することとしています。

 ALPS処理⽔の厳格な放射能濃度の測定・確認はK4タンク群（約３万m3）で⾏います。
 具体的には、K4タンク群を3群（約１万m3）に分け、それぞれ受⼊、測定・確認、

放出⼯程を担いますが、測定に際しては、循環・攪拌により均⼀化した上で分析する
⽔を採取いたします。

 今回、来年２⽉に実施する予定の、10基のタンクを連結した循環実証試験に先⽴ち、
タンク１基ごとに設置する攪拌装置の動作・効果を検証するため、11⽉18⽇から準
備作業を開始し、11⽉23⽇に攪拌実証試験を⾏いました。

１．サンプルタンク（Ｋ４タンク群）攪拌実証試験について

＜経緯＞

＜実証試験概要＞
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攪拌実証試験の詳細

天板マンホールから
試薬を投⼊

作業員・監理員

a

※2︓サンプルタンク内のトリチウムは、タンク内で濃淡が無い為、タンク内に
存在しない試薬（第三リン酸ナトリウム※3）をタンクに投⼊し、濃度分布
を確認。

※3︓第三リン酸ナトリウム投⼊量は福島県条例に定める排⽔基準（リン含有量
「⽇間平均8ppm」）の1/100を⽬安とするため、環境への影響はない。

 今回実施する攪拌実証試験では、タンク底部に攪拌装置を新しく取り付け、
攪拌装置の動作確認、およびタンク内に投⼊する試薬での攪拌効果を確認
します

 来年2⽉には、８核種※1および同試薬を分析対象とした循環実証試験を、
K4-B群で実施する予定です

実施⽇ 2021年11⽉23⽇
試験時間 約８時間
サンプリング 約30分毎・試験前を含め９回
採取量 各１㍑（タンク上(11.6m)・中

(7.6m)・下(2.6m)の３箇所採取）
分析対象 試薬※2

対象タンク K4-A5
K4-A5タンク

攪拌装置
（タンク底盤に設置）

※1︓主要７核種（Cs-134,Cs-137,Sr-90,I-129,Ru-106,Co-60,Sb-125）とトリチウム

約15m

約10m

サンプ
リング
箇所



（参考）試験対象タンク配置図
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仮設循環ポンプ

攪拌実証試験対象

 攪拌実証試験はK4-A5タンクで実施
 循環実証試験はK4-Ｂ群で実施予定（２⽉中旬予定）

Ａ群 Ｂ群 Ｃ群

K4エリアタンク群

循環実証試験対象
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（参考）攪拌装置の仕様

攪拌装置
（タンク底盤に設置）

 型式︓攪拌⽤⽔中ミキサー（縦型上吐出し型）
 モータ出⼒︓1.5kW
 定格流量︓9.6 m3/min
 質量︓69 kg

(攪拌装置上部) (攪拌装置側⾯部)
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スケジュール

内容

年 2021

⽉ 11

⽇ 18 19 20 21 22 23

曜⽇ ⽊ ⾦ ⼟ ⽇ ⽉ ⽕

攪拌装置他搬⼊

攪拌装置結線，ローテーションチェック

攪拌装置設置

攪拌装置テストラン（トレーサなし）

攪拌装置設置調整

攪拌実証試験

 攪拌実証試験の準備作業を11⽉18⽇から実施
 攪拌実証試験は11⽉23⽇に実施



（参考）サンプルタンク構成
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仮設循環
ポンプ

仮設循環
ポンプ

攪拌装置

受⼊れ配管

サンプルタンク
１群(10基)×３

サンプルタンク１基ごとに
攪拌装置を設置

循環ライン
サンプリングポイントより

 サンプルタンクは10基連結したものを１群とする
 攪拌装置はサンプルタンク１基ごとに設置し、タンク内の⽔の攪拌を⾏う
 循環ポンプは２基設置し、タンク群内の10基の⽔の循環を⾏う

循環ライン
サンプリングポイントへ循環ライン

サンプリングポイン
トより

循環ライン
サンプリングポイントへ



（参考）採⽔器概要
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採⽔器を下ろす時 採⽔器を上げる時

弁が開く

採⽔器を下ろした
場所の⽔が⼊る

採⽔器を下ろした
場所の⽔を保持したま

ま引き上げ可能

弁が閉じる

 採⽔器をタンク天板マンホールから下ろし、下ろした⾼さの⽔を採取する（各１㍑）

採⽔器概略図

採⽔器上下に逆⽌弁

・ ・
・




